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当社の概要当社の概要

■売上高（百万円）

日本
1,590,747百万円

46.5％

米州
625,841百万円
18.3％

欧州
584,252百万円
17.1％

中国
412,470百万円
12.1％

その他
204,426百万円
　6.0％

ＡＶ通信機器
1,381,105百万円

46.8％

電化機器
625,841百万円
7.3％

情報機器
437,299百万円
12.8％

ＬＳＩ
163,504百万円

4.8％

液晶
683,310百万円
20.0％

その他電子部品等
285,581百万円

8.3％

日本
1,143,548百万円

50.7％

米州
308,807百万円
13.7％

欧州
330,772百万円
14.6％

アジア
279,161百万円
12.4％

　その他
194,985百万円
　8.6％

ＡＶ通信機器
837,390百万円
37.1％

電化機器
208,473百万円
　9.2％情報機器

392,833百万円
17.4％

ＩＣ
169,754百万円

7.5％

液晶
421,741百万円
18.7％

その他電子部品等
227,082百万円
10.1％

■連結部門別売上高構成比

■連結地域別売上高構成比

２００８年３月期（3,417,736百万円）２００４年３月期（2,257,273百万円）

■当社の概要
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イノベーションと知財活動についてイノベーションと知財活動について

【研究開発フェーズ】

■イノベーションの段階展開

【事業化フェーズ】

通信分野

ＡＶ分野

既存事業分野

プリンティング分野

ソーラ分野

新規事業分野

アナログからデジタルへ

結晶系から薄膜へ

薄型ディスプレイへ

スーパー３Ｇへ

健康分野

医療センサー分野

・・・・・・・
・・・・・・・

選
択
と
集
中

研究開発を支える
イノベーションと知財

事業化を支える
イノベーションと知財

・・・・・・・
・・・・・・・

既存事業

新規事業
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イノベーションと知財活動についてイノベーションと知財活動について

■当社の事業展開

中核技術と事業　　軸足　エレクトロニクス

情報の記録　　情報の表示　　情報の伝達

ＤＶＤ/ＢＤ 液晶 携帯

大量生産時代　⇒　個別少生産時代

均一化社会　　 ⇒   異質化社会

一様な趣向　 　⇒   多様化

　　　　　　　　　　　    健康重視

                          省エネ意識

ソリューション事業

環境

エネルギー

エコＤＣハウス構想

発電事業　省エネ技術

ＬＥＤ　　一般照明

農業・漁業への展開

健康

センシング技術
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商
品
の

　
　
　
　

市
民
化

共同基礎研究

実証実験
（技術･市場性）

標準化
デファクト化

流れを
普遍化す
る

流れを
創る･拓く

（商品開発）
事業本部

発信・提案力
求心力

(経営リソース力)

種まき期 育成期萌芽期

実現可能性
探索研究

成果移管緊プロ

魔の川魔の川

■基礎研究から実用化開発・事業化への流れ

ＳＤＴプロ

研究開発から事業化への流れ研究開発から事業化への流れ

流れを
読む・掴
む

流れを
見極める研究開発本部

解釈型プロセス

(反復的な対話手法) 市場分析力

驚きと感動の
源泉技術の確立

米ＲＣＡ社による
液晶表示の発表

電卓の表示装置
への応用

様々な表示機器
への展開

大画面液晶
テレビの誕生

液晶事業との相関例

研究研究 開発開発 事業化事業化 産業化産業化
魔
の
川

死
の
谷

ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
海

刈取り期

死の谷死の谷 ダーウィンの海ダーウィンの海

(技術・マーケティング)



7

研究開発から事業化への流れ研究開発から事業化への流れ

■競争の中でどう勝ち続けるか

【対応策】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事例）

　　　◇　◇　先行技術開発先行技術開発   ⇒⇒              液晶事業のスパイラル展開液晶事業のスパイラル展開

　　　◇　　　　◇　先行投資先行投資   ⇒⇒                      堺型新規プロジェクト堺型新規プロジェクト

　　　◇　　　　◇　新たなビジネス改革新たなビジネス改革   ⇒⇒      環境をベースとしたビジネスモデル環境をベースとしたビジネスモデル

知的財産活動知的財産活動 標準化活動標準化活動
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液晶事業のスパイラル展開

1973

1975

1979

1983～

ＤＳＭ型液晶

ＴＮ型液晶

＜セグメント表示＞

＜スタティック表示＞

＜ドットマトリックス表示＞

ＴＮ時分割駆動液晶

ＳＴＮ液晶
＜クラフィックス表示＞

ＴＦＴ（ＴＮ）カラー液晶

＜ＴＦＴ-ＴＮカラー表示＞

ＴＦＴ（newモード）カラー液晶（ＡＳＶ・・・）

ＴＦＴ/ＳＴＮ-反射/半透過液晶

1999
＜反射/半透過表示＞

＜新規モード表示＞

1987～

1997～

液晶デバイス液晶デバイス 応用商品応用商品

1975

電子翻訳機
1979

ワープロ
1983

液晶電卓
1973

ゲーム
時計

ＤＳＣ
1995

液晶モニター

1989

カーナビ

カラー
携帯電話

大型液晶ＴＶ

ＰＤＡ

1998

1998

カラー液晶ゲーム

1999

2000～

1986

1992

1998

ポケットＴＶ

カムコーダ

ノートＰＣ

2004～

DSM: Dynamic Scattering Mode
TN: Twisted Nematic
STN: Super TN
TFT: Thin Film Transistor
ASV: Advanced Super View

デュアルビュー液晶、ベールビュー液晶

視野切替
携帯電話

2005

1969
液晶材料探索

液晶事業のスパイラル戦略液晶事業のスパイラル戦略



9

堺コンビナート建設

世界初となる第１０世代のマザーガラスを採用する液晶パネル工場と、薄膜太陽電池
を量産する太陽電池工場、及び関連企業を集結した『２１世紀型コンビナート』。
２０１０年３月の稼働を目指し、敷地面積は最大約１２７万m2と、三重・亀山工場の４倍
程度になる見通し。

業種・業態を越えた最先端の工場群

２１世紀型コンビナートとは

特長①　垂直統合型の更なる深耕化

・関連のインフラ施設、部材、装置
　メーカーの工場を誘致
・原材料～完成品まで敷地内一貫生産

特長②　薄膜技術の水平展開

・世界初、液晶パネルと薄膜太陽電池工場の併設

堺型新規プロジェクト堺型新規プロジェクト
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環境をベースとしたビジネスモデル環境をベースとしたビジネスモデル

２０１０年

地球温暖化負荷ゼロ企業

○システム設置場所／千葉県松戸市

○設置時期／1999年1月

○建売分譲住宅に太陽光発電システムを全戸標準装備

※写真提供：株式会社中央住宅様

全世界の事業活動による
温室効果ガス排出量

創エネ・省エネ商品による

温室効果ガス削減量

2003 2004 2005 2010年度

万
t-
C
O
2

14

144

23

149

37

153 ☆
温室効果ガス排出量

温室効果ガス削減量

削減量が排出量を超える

2003 2004 2005 2010年度

万
t-
C
O
2

2003 2004 2005 2010年度

万
t-
C
O
2

14

144

23

149

37

153 ☆
温室効果ガス排出量

温室効果ガス削減量

削減量が排出量を超える

　○新たなビジネス事例　○新たなビジネス事例

ソーラー事業を軸とした発電事業ソーラー事業を軸とした発電事業

太陽光発電事業太陽光発電事業

ソーラーパネルソーラーパネル
製造会社製造会社

電力会社電力会社
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○　目　的

　　　・　中期的テーマ（３～５年先の事業化目標）の創出

○　狙　い

　　　・　早期開発／早期見極め

　　　・　新たな挑戦

　　　・　新規カテゴリー

３３～～５５年先の次期特長商品の創出に向け、技術課題や商品化年先の次期特長商品の創出に向け、技術課題や商品化
リリスクを見極めるためのプロジェクト制度（スクを見極めるためのプロジェクト制度（２００２２００２年年９９月スタート）月スタート）

■ＳＤＴ（Sharp Dream Technology）プロジェクト

新たな知的財産の創造新たな知的財産の創造

○　○　特特  許許  創創  出出

　　　・　早期段階での基本特許の取得および特許網の構築　　　・　早期段階での基本特許の取得および特許網の構築
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●事業展開での要求

国際的な標準化の必要性

●　標準化と知財権の関係

知財権の独占と普及　　　一部権利者の独占が環境構築に阻害

　　　　　　　　　　　　　　　　一方、環境づくりへの貢献企業への適正な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開発費の還元での開発意欲

二律背反の課題を持ちながら

フェアな標準化確立への努力

知財の知財の標準化標準化

・ユーザーの利便性の追及　　　いつでも　　どこでも　　だれとでも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万人に共通の環境提供
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●フェアな標準化に向けて知財面での課題

①各国特許庁での審査基準の統一の促進

②官民上げての技術開発の協力　　産学連携

③合理的なロイヤリティーの考え方

知財の知財の標準化標準化
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